
盛土の維持管理に適した
調査・評価法の提案

造るときは「仕様通り」に造
れば良いが、維持管理は
「それがいまどうなっている
か」を適切に計測し評価す
る必要がある



土層強度検査棒による
簡易な地盤強度測定

施工から長い年月が経過した盛土地盤は、環境によって劣化
環境が違い、個別に地盤強度が異なるため、原位置で透水性
を簡易に計測することによって適切に評価し、維持管理する。
SS試験や、簡易貫入試験などの「換算N値」計測ではなく、直接地盤内でせん断試験を行うため、
粘着力ｃ・内部摩擦角φが同時に取得できる。しかも、計測が簡易であるため、多数のデータを
得て統計処理も可能。
※土層強度検査棒は（独）土木研究所が開発した機器です。参考資料：土木研究所資料 第4176号 土層強度検査棒による
斜面の土層調査マニュアル（案）（平成22年7月）材料地盤研究グループ 地質チーム

計測状況：表層部が締め固めてある場合には、
プレ削孔が必要

土層強度検査棒の機器

解析例



地盤強度による安全率の違い

粘着力ｃ＝1kN/㎡
内部摩擦角φ＝35゜最小安全率

Fs＝1.265＞1.0

同じ地下水位条件でも、盛土地盤の強度が小さいほど安全率
は小さく崩壊しやすい。

降雨の浸透

粘着力ｃ＝1kN/㎡
内部摩擦角φ＝27゜

最小安全率
Fs＝0.945＜1.0

降雨の浸透

地下水位

地下水位



原位置透水試験
施工から長い年月が経過した盛土地盤は、環境によって個別
に透水係数が異なるため、原位置で透水性を簡易に計測する
ことによって適切に評価し、維持管理する。
※地盤工学会基準（JGS 1316‐2003)「締め固めた地盤の透水試験方法」に準拠したマリオッとサイフォンの原理を用いた原位置
透水試験方法；簡易な構造で取り扱いが容易

直径30cm、深さ30cmの穴を掘る

砕石を詰める 計測器および計測中の状況

装置の模式図
解析例



透水性の違いによる地下水位の違い

地下水位

透水係数
K=5×10-4cm/s

最小安全率
Fs＝0.628＜1.0

降雨の浸透

透水性が低い地盤は地下水位が高くなり（排水性能が悪い）、
盛土が同じ強度であれば法面の安定性は低くなる

同じ強度を持つ盛土地盤の安定性比較

透水性が小さい

透水係数
K=5×10-3cm/s

地下水位

最小安全率
Fs＝1.265＞1.0

降雨の浸透

透水性が大きい



データ取得数が多いと確率的解析が可能

確率解析結果
安全率Fs=1.061
崩壊確率 PF=41.3％

確定論的安全率(1.038)と
確率論的安全率(1.061)が
異なるのは、粘着力値が
負とならない操作のため

確定論的安全率Fs=1.0は崩壊確率PF=約50％
Fs=1.1はPF=約30％、Fs=1.2はPF=約20％、Fs=1.5はPF=約2％

※確定論的安全（Fs;Factor of Safety)：唯一の土質定数で計算したときの唯一の安全率解
崩壊確率(PF:Probability of Failure)：土質定数をばらつかせて数多く計算し、安全率が1.0を下回る確率

RI: Reliability Index
信頼性指数；この値が3以上
であれば完全に安定（崩壊確
率0％）な斜面

破壊 破壊せず



対策工設計・評価への利用

排水パイプ

安全性評価

安全性(危険性)評価には次の３項目
から安定計算を実施

１．盛土の強度特性の把握
→土層強度検査棒
→または、三軸圧縮試験

２．盛土強度のばらつきの把握
→数多くのデータの統計処理

３．地下水位
→浸透流解析結果

安全性(危険性)に問題がある盛土法面が存在した場合、調査
結果を用いて対策工設計を可能とする効率的な調査・解析

水位低下効果

水位低下の想定には、つぎの２項目
を用いて「浸透流解析」を実施

１．盛土の透水係数の把握
→原位置透水試験
→または、粒度試験から推定

２．想定降雨量

恒久排水補強パイプ施工状況

排水パイプの設計には以下の点が必要

１．補強効果を組み込むかどうかの判断

２．2次元解析で地下水低下効果を評価す
るための「パイプの等価透水係数」の設定
（マニュアルあり）


